
「もしも、車庫付き・庭付き一軒家が無料で借りられたら！」
みんなが優しい気持ちになれる居場所づくり

令和６年１１月７日（木）

地域課題の解決策発表

おひさま：小野 正子 ／ 佐藤 真由美 ／ 白川 えり子 ／ 対馬 登志子 ／ 山田 浩美

場づくり+少子化（‣子育て ‣教育 ‣子ども食堂）

核家族化で世代間の子育ての文化の継承が難しくなったこと、顔が見える形での地域の支え合い

の力が弱くなっていることなど、現在の子育ての環境から、「気軽に行ける場所」「子どもたちが過ご

せる場所」「子どもをのびのび育てる環境」「ひとり親家庭への支援」「学力低下への支援」が必要と考

えます。

課

題

地域の情報発信ができる場所、交流や相談ができる場所、拠点づくり

子育て支援や子どもの成長を応援するためには、行政、学校、家庭だけでなく、地域住民も巻き

込んで包括的に支えていくことが重要です。多様な支援が連携することで、広く深い支援が可能と

なります。

目

的

名称「おひさまハウス」を運営

メンバーのスキルを活動に活かし、身近な存在・フレンドリーな

関係性を大切にし誰もが自由に利用できる場所を運営します。

（リボンモデル）

子育て世帯当事者だけでなく、住民の方々にも子育てに興味関心を

持ってもらい「自分にも役割がある」という気運となることで持続

可能な活動となっていきます。

解
決
策
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講座 第５回

利用者の
ニーズ

地域住民の
応援・協力

おひさま
ハウス

プラットホーム

＊居場所づくりは、行政だけではさほど出来ていない。皆さんの力を借りて一緒に取り組み、地域にいい

いなと思える場所が出来れば嬉しいと思います

＊ぜひどこかのタイミングで小さくてもスタートができたらいいなと思いました

出席者の声
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